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 アフリカンスクール ２００８ ４時間目 平和の時間  

２００８年５月１０日 

講師：エマニュエル ベベニョン氏 

 Pattern to Peace in Africa 

・ベナンの歴史 

・ベナンの政治体制   過去７０年間の共産党支配、共産党政治への市民の反発 

            ベナン国内の北部と南部の対立   

・１９９０年 ２月 ベナン国会：マルクス・レーニンの共産主義から民主自由主義に移行 

                National Reconciliation in Benin 

・１９９０年 ６月 アフリカのフランス語国（旧フランス植民地）の国家代表とフランスの

当時の大統領ミッテラン氏との会議 

                        -----援助は独裁主義と共産主義のない国へ 

・ １９９４年  Slave Route / 

ＵＮＥＳＣＯ International Project for education and Peace  

ベナン  奴隷海岸に 「Gate of NO Return」  建設される 

・１９９８年  ベナンが国をあげて「全国謝罪記念日」を行なう 

「Gate of Return」という呼び名へ 

・１９９９年  ベナン ケレク大統領 アメリカ訪問 アメリカ黒人へ謝罪 

   同 １２月  「和解と発展のための国際指導者会議」開催される 

� 奴隷貿易に関する和解決議 を採択 

 ・２０００年  アメリカ ホワイトハウス 「民族和解へ向けた事務所」 

 ・２００２年  ゴスペル アンド ルーツ フェスティバルがベナンで始まる 

・ ２００３年 アフリカ会議にて 世界中の黒人種とともに経済発展をめざそう。 

・ ２００４年 アメリカ アラバマ州 州議会の決定 

              ＭＣＡ（Millennium Challenge Accounts）始まる。 

・２００４年 アメリカ連邦議会の決議   民主主義を推進するための資金援助  

・ ２００５年 「世界市長会議」   アフリカ初の参加国となる 

      和解記念碑が イギリスのリバプール、アメリカバージニア州、ベナンの３ヶ所に

に建設される 

＊ かつて、イギリスの リバプールと フランスのナントは奴隷貿易

（三角貿易）の港してに栄えた。 

・ ２００６年 アメリカ アラバマ州 モービル「アフリカタウン」 

      「国際和解フェスティバル」  

         ケレク大統領― 世界的な民主主義への父 賞 受賞 

                 世界的和解の父 賞     受賞 

                 キング牧師の夢 賞     受賞 

  ２００２年～２００５年       Gospel And Roots Festival    

                  「福音と祖先フェスティバル」  

  フランス国会 「奴隷制は犯罪だった」 

  アメリカ ブッシュ大統領のアフリカ訪問  ベナン→ タンザニア → ガーナ 


